
地震の時、自動で電気を遮断できる 
感震ブレーカーをつけましょう 

 
ご存じですか？ 地震による火災の過半数は電気が原因という事実 

 

令和６年能登半島地震では、輪島市で大規模火災が発生し、被害が拡大しました。地震

の揺れに伴う電気機器からの出火や停電が復旧したときに発生する電気火災対策として、

感震ブレーカーが大変有効です。 

感震ブレーカーは、地震の揺れを感知して、自動で漏電ブレーカーやコンセントなどの電

気を止める機器で、次の種類があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設置の留意点 

 

●感震ブレーカーの設置の有無に関わらず、地震発生後に自宅から避難する際にはブレ

ーカーを切ることも重要です。 

●復電する場合には、事前にガス漏れ等がないことの確認や、電気製品の安全の確認が

必要です。 

●夜間等に大規模な地震が発生し、感震ブレーカーが作動した場合、避難時の照明が確

保できない可能性があります。一般的な防災対策として、停電時に作動する足元灯や懐

中電灯などの照明器具を常備してください。 

●仮に、復電後、焦げたような臭いを感じた場合には、直ちにブレーカーを遮断し、再度、

安全確認を行い、原因が分からない場合には電気の使用を見合わせましょう。 


